夢窓流治庭

基礎事項：越一楓著　成立、寛政11年（1799年）（飛田範夫による。）

掲載方法：○は章を表す。■は原文（上原敬二が編纂）□は現代語訳◇はリファレンスとなる。

○山水役石居所之伝

■１三尊石　三神とも守護石とも

ただし仏道にては三尊石、神道では三神石という。もっとも、この石は神道でも仏道の石の名、三尊石とつける事がある。

三尊石は庭の第一の石であり、そのため正面中央に据える。もっとも、一石でも二石でも（三尊石は基本的に三石）意味は同じである。据え方は地中に深く埋め少しも動かないように据える事が第一である。ただし、副石をとりあわせ幾つも石があっても、役石の数にいれないのは不当に扱っているのではない。他の石も皆同じである。

◇リファレンス

・厭　漢語林（大衆館）

字義１あきる２いやがる３したがう４よい。うるわしい。

・あしら・う（あしらふ）　国語大辞典

１ 応対する。とりあう。＊浄・丹波与作待夜の小室節‐中「重ねて来たともあしらふな」

２ いいかげんに応対する。相手を軽く遇する。「鼻であしらう」

３ 景物、装飾、料理などで、物を取り合わせる、配合する。「庭の一角に松をあしらう」「肉に野菜をあしらう」

４ 能楽で囃子方(はやしかた)がアシライの手組みを奏する。

２台坐石

■ただし、神道では玉台石という。もっとも、神道では石の名が替るのは三尊石とこの玉台石の二つのみである。

台坐石は三尊石の下にある。もっとも、石の数は時代によってかわる。

３不動石

■滝副石とも言う。滝の上、または滝の中央に立地。

４童子石

■不動石の下にある。据える石の数は２，５、７石に限る。

５日天石、月天石

■日天石、月天石は下に白雲石がある。正面左右の山の山頂付近に据える。もっとも狭い庭では一ヶ所に集中させて据える事も有る。ただし、常人の庭では避けたほうが得策である。

６三光石

■三光石　山の頂上付近より一段下がった所に据える。

７麒麟石

· 麒麟石
８鳳凰石

· 鳳凰石
９桐林

· 桐林

以上の三石は秘訣がある。割愛する。

１０二王石

■二神石とも二柱石とも言う。庭の前ほど、左右又は入り口付近に据える。それらの副石の数はいくつでもよい。

１１影向石

■影向石、上坐石とも言う。側に松を植える。山の麓、又は池の向こうに据える。又は主人島か客人島に据える事がある。また影向島があるときはそこに据える。

１２山頂石

滝口が右にある時は左の山頂にある。

１３山腰石

■滝口が右にある時は左の山腰にある。

◇リファレンス

・さん‐よう【山腰】国語大辞典

山の中腹と麓との間。

１４雲霧石

■山腰石と同様。山の高い場所にある。

１５雲霧石

■山腰石と同様。

１６嶺脚石

■山腰石と同様。

１７晴月石

■山腰石と同様。

１８吐影石

■南の山の高い所（山腰）に据える。

１９月陰石

■月呑石、天影石、西の山の高い所（山腰）に据える。

２０腰掛石

■山路に据える。

２１道居石

■山路に据える。

２２豹隠石

■山路に据える。

２２虎渓石　

■山路又は谷に据える。

２３浪切石

■滝口に据える。

２４浪返石

■滝口に据える。

２５滝石

■滝挟石とも言う。滝の左右に据えてある。但し一石づつしか据えてはいけない。

２６水叩石

■滝が落ちている下にある。水が当たる様に据えるべきである。

２７水分石　

■浪分石とも言う。滝壷の正面に向かい合うようにして据える。

２８無名石

■浪隠石とも言う。滝壷の近くにある。水によって見え隠れする様に据える。

２９客拝石

■客人島に据えてある。

３０対面石

■客人島に据えてある。

３１履脱石

· 客人島に据えてある。

３２鴎宿石

· 客人島の近くの水中に据えてある。

３３水鳥石

· 客人島の近くの水中に据えてある。

３４安居石

· 主人島に据えてある。

３５遊居石

· 主人島に据えてある。

３６腰息石

· 主人島に据えてある。

３７鶴石

· 蓬莱島、亀石に向かって据える。方丈島、瀛州（エイシュウ）にも据えてある。ただし、蓬莱山には松を植える。方丈島、瀛州には竹梅を植えてはいけない。

３８亀石　

· 蓬莱島、亀石に向かって据える。方丈島、瀛州（エイシュウ）にも据えてある。ただし、蓬莱山には松を植える。方丈島、瀛州には竹梅を植えてはいけない。

３９竹石　

■方丈島に据えてある。

４０梅石

■瀛洲に据えてある。

４１主人石

■主人島がないときにその代わりに用いる。幸運を祈る石である。

◇リファレンス

・いわい‐ごと【祝言・斎言】広辞苑

幸いを祈る（神聖な）ことば。

４２客人石

· 客人島なき時に用之、祝言の石也

□客人島がないときにその代わりに用いる。幸運を祈る石である。

４３洲門石

· 池の前に据えてあり、入江の向こう側にある。

４４羅漢石

■十六羅漢石とも言う。これは石の数が１６あるのではない。一石でもいい。築山では日天石の下にあり、又川襟（川の上流？）、橋の向こうに側にある、また羅漢島とも言って。これを作る事もある。

４５座禅石

■山の襟（山の頂上近く？）で平らな所に据えてある。

４６八部石　

■影向石の側に据えてある。いずれも向こう側が水際になる。

４７蓬莱石

■蓬莱島がない時にこの石を据える。幸運を祈る石である。

４８方丈石

■方丈島がない時にこの石を据える。幸運を祈る石である。

４９瀛州石

■瀛州島がない時にこの石を据える。幸運を祈る石である。

５０青苔石

■山腰に据えてあるか、又は向こうに水際があるとこに据えてある。

５１寿命石

■池の前に据えてある。幸運を祈る石である。もっとも上位の方にあるべきである。

◇リファレンス

· じょう‐せき【上席】　

１上位の席次。かみざ。上座。

２階級が上であること。上級。「—判事」

５２富貴石

■池の前に据えてある。幸運を祈る石である。もっとも上位の方にあるべきである。

５３礼拝石

■池の前、中央に据えてある。

５４焼香石

■礼拝石の脇に据えてある。

５５手掛石

■焼香石の脇に据えてある。

５６父母石

■池の横、滝の脇に据えてある。

５７和合石　

■池の横、滝の脇に据えてある。

５８合点石　

■池の横、滝の脇に据えてある。

５９金剛宝釵石

■滝の上、脇山の横に据えてある。ただし、三尊石の後左にもある。

６０鳥居石　

■不動石の下、水際に据えてある。又は三尊石の左脇に据えてある事もある。

６１遊山石　

■島に据えてある。

６２盃帯石　

■島に据えてある。

６３硯滴石　

■滝壷の入り口、又は奥深く入り込んだ所の入り口に据える。

６４竜門石　

■滝壷の入り口、又は奥深く入り込んだ所の入り口に据える。

６５仙人石　

■正面の築山の横にある。又は山の険しい所に据えてある。

６６釣台石　

■向こう側の水際に据えてある。

６７山神石

■山の高い所の左右に据えてある。ただし一石でもよい。

６８滝波石　

■滝門石の近く、水際に据えてある。

６９金剛石　

■影向石に副えて池の向こう側に据える。ただし、山の襟（山の高い所？）の離れた所に用いる。

７０四天石

■築山の左右に二つ据えてある。池の左右にも二つ据えてある。

７１筆架石　

■向こう側の水際に据えてある。

７２硯用石　

■向こう側の水際に据えてある。

７３筆石　

■向こう側の水際に据えてある。

７４怒濤石　

■向こう側の水際に据えてある。

７５遊魚石　

■向こう側の水際に据えてある。ただし、池の前にも用いる事ある。

７６寅行石　

■池の向こう側の入江に据えてある。または水下橋の向こう側の水際に据える。

７７豹行石

■池の向こう側の入江に据えてある。または水下橋の向こう側の水際に据える。

７７阿石　

■水際橋の左側に据えてある。

７８吽石　

■水際橋の左側に据えてある。

７９目付石　

■浜の洲崎に据えてある。

８０通天石　

■通天橋の左右に据えてある。ただし、通天橋がない時は通天石もない。

８１点額石

■通天橋の下に据えてある。

８２盤石　

■通天橋の下に据えてある。

８３獅子走石　

■通天橋の近くに据えてある。

８４虎嘯石　

■山の高い場所に据えてある。

８５臥虎石　

■野辺りに据えてある。

◇リファレンス

・の‐へん【野辺】

野のあたり。のべ。狂、靱猿「今日は—へ狙ひ物に出うと存ずる」

８６柳異石

■山の襟（山の高い場所？）に据えてある。

８７しやうぼう石　

■ひよく（比翼）の石である。池の岸に据えてある。

◇リファレンス

・ひ‐よく【比翼】　

2羽の鳥が互いにその翼をならべること。

・ひ‐よく【肥沃】　

地味が肥えて、作物がよくできること。

８８カンマン石　ホロン石　

■橋の前左右に据えてある。

８９東カウ石　

■池の向こう側の淵にある。

９０神石　

■水門石の近く、又は水中、水際にも据えてある。

９１清面石

■水中に据えてある。もっとも水下の方に近づけて据えるべきである。

９２鴛鴦石　

■水中に据えてある。もっとも水下の方に近づけて据えるべきである。池の中央に据えてある。

９３激水石

■水中に据えてある。もっとも水下の方に近づけて据えるべきである。

９４木葉返石　

■川の上流に据えてある。

９５水禦石　

■川の上流に据えてある。

９６塵流石　

■川の上流に据えてある。

９７落水石　

■川の上流に据えてある。

９８浪受石　

■川の上流に据えてある。

９９水除石　

■川の上流に据えてある。

１００水門石　

■川の上流に据えてある。

１０１橋挟石

■橋の前後左右に四つ据えてある。ただし、前側に二つづつ用いる場合もある。
１０２三鬼毒竜石　

■すなわち烏枢沙摩明王石である。この石は雪隠の近くに据える。

◇リファレンス

・五大明王　

不動明王を中央として、東西南北におのおの降三世(ごうざんぜ)・軍荼利(ぐんだり)・大威徳(だいいとく)・金剛夜叉(こんごうやしや)の四大明王を配置した一組一体からなる明王部の尊形。五大尊ともいう。五大明王各尊は種々の障害を取り除くもっとも強力な忿怒(ふんぬ)形であるが、なかでも五大明王は、中央と四方の方角を守り固める完全な守護形式を有するものとして、八大明王に次ぐ規模をもつ。平安時代には五大明王の信仰が流行し、五壇法(ごだんほう)の本尊として彫刻、絵画が数多くつくられた。密教寺院では五大堂などに安置させる。四大明王の配置には若干の異説があり、天台系では金剛夜叉のかわりに烏枢瑟摩(うすしま)明王を加える場合がある。

・金剛夜叉明王　

五大明王の一尊。北方の尊。サンスクリット語でバジラヤクシャVajra-yak■aといい、金剛薬叉とも音写する。密号を調伏(ちようぶく)金剛という。三面六臂(ろつぴ)像で、中心面は五眼、手に弓、箭(や)、剣(つるぎ)、輪印、五鈷杵(ごこしよ)、金剛鈴を持つ。烏枢沙摩(うすさま)明王と同体とする説がある。

・せっ‐ちん【雪隠】　

１ 便所。かわや。せちん。

１０３臥竜石

■これは常人の庭には秘密、不要である。京都大徳寺の池中、大仙院相阿弥弥之の作庭した庭に下記の役石がある。臥牛石、亀甲石、長船石、虎頭石、仙帽石、明鏡石、達摩石、沈香石、不動石、観音石、鞍馬石、仏盤石。

· 橋の名の事

１通天橋　

■正面の高い築山に掛ける。人は渡らない橋である。

２滝池橋　

■正面の池の中央の横に掛ける。

３影向橋　

■正面の池の中央の横に掛ける。ただし、池の竪にも横にもいづれの方向にでも掛ける。もっとも、中程に島があってその島に掛ける事がある。その時はこの島を影向島と言う。

４鵲橋　

■池の少し脇に掛ける。もっとも板二枚で食違いにかける。

５相生橋　

■二つ続いている橋である。

６八つ橋　

■板八枚を千鳥模様にして掛ける。

７川襟橋　

· 常の如し

８丸木橋　

■樵がかよい通るような谷に掛ける。

◇リファレンス

・きこり【樵】　広辞苑

山林の木を伐ること。また、それを職業とする人。樵夫

９藤橋　

■人の往来があまりない様な谷に掛ける。

· 御成庭の事

■御成庭は築山や池、植込等すべて、外路地までも植木の根元を露にするべきである。もっとも荒れ狂う大木はそのままにするべきではない。また目隠しに若い木を植えてもよいが棒松の類であるべきである。全体としては砂庭で浜形、小石、色石杯（の）取り合い、捨て石、見栄えがいい石を数少なく据えて、根笹、五月類を根元に少し取り合わせて、四方の見通しがよく、木で隠されたり、物で隠されたりすることなく作庭するようにする。これが肝心である。

◇リファレンス

・おなり‐にわ【御成庭】‥ニハ

宮方・摂家などの出入する場所に設けた庭。垣などをせず、人が隠れることのできないようにしたもの。

・さん‐すい【山水】

１山と水。

２山と水とを備えた景色。また、その絵。

３山間の水。やまみず。

４築山と池とがある庭園。

· 三島一連の庭の事

■これは幸運を祈る庭である。

■三島一連とは蓬莱山、方丈島、瀛州の三島を庭の正面に作ることを言う。もっとも平庭の場合他に山がなく、植物がなく、唯一三島を計画し石を使い、植物には松を重く使い、左右の島には蘇鉄を用いる。全体としては砂庭にして堀や際に何もなく、もっとも元から大木がある場合はそのままでよい。このように作るのを三島一連の庭と言う。ただし、段石は前文に記してあるので省略する。

■九山八海とは全体の海の形であり四方より滝を落とす、ただし常人が作庭する場合はやめた方がよい。

◇リファレンス

· くせん‐はっかい【九山八海】　

仏語。仏教の世界観で考える、須弥山を中心とし、鉄囲山を外囲とする、一小世界。山、海の総称。中央の須弥山と外囲の鉄囲山と、その間にある持双山、持軸山、担木山、善見山、馬耳山、象鼻山、持辺山の七金山を数えて九山とし、九山の間にそれぞれ大海があるとする。海は七海が内海、八功徳水をたたえ、第八海が外海で鹹水海とする。

■治水作りとはを川下を作るのではなく、唯一水があふれてもいい様に作ることである。

◇リファレンス

・いで‐みず【出水】（‥みづ）

大雨などのため、河川、湖沼の水があふれること。でみず。しゅっすい。

■真中の庭は山を北西に作り、川下は西南に作る。その他三方ともこれに同じ。

◇リファレンス

・めん‐こう【面向】‥カウ

額のまんなか。まっこう。

■植込庭の植木はすべて五七五と植えるのを法則とする。

■水草の類はすべて池の前方の淵によせて植える。

■竹は寺社では左の方に植える。その他は右の方に植える。

■山の高さは大体約90cmまでである。

■池の深さは大体75cmまでである。ただし、時代によって合わせるべきでこれに個室する必要はない。

○池堀形の事

· 池の堀形はまず、水字形、半月形、心字形、流水形、がある。これは、また強てこの形に限のではない。その庭の面積によって臨機に変えるべきである。

○山築様の事

· 山を築には先、竹の四寸廻位なるを四つに割て其竹わりを以て築んと思ふ通りに恰好を能定めて定りたる所にと杭を以て夫を留め、又其の上より十文字に彼竹を向前と又曲て是を横に廻つて能く見、山の恰好前の如くになし、能定りたる所にて同じく杭にて留め、扨幾山組とも右の如くになして山の高下をよく定め、夫より山襟を此所迄にて留めんと思ふ所より縄張をなして襟の出入、恰好をよく定め、夫より山襟を此所迄にて留めんと思ふ所より縄張をなして襟の出入、恰好をよく定め、右の縄が杭にて動かぬやうに能留め、扨て平庭に築山なる時は直に其竹わり其縄張之形として土を持せ、築上る時はおもいの侭に忽ち築山成就し、殊に其山の形、無理なくして誠に自然に如し、扨、又池を掘る時は池の幅、庭の広狭に従ひ大概何間、何尺と定め、打出し右にあらば左の方を水吐となして縄張りを向ふの縄張りにならひ、出島、入江の恰好、風景を能く定めて縄張りをなし、同じく杭を以て其の縄張りを動かぬやうになして、池の深さを定め、是池のふち通り、石にて留る時は縄張かくの如し、扨、又池のふち通り、向ふ前共に芝にてなだれになす時は、右向山襟の縄張りは其侭にして、夫より一重山の方へ三尺程引こまし、又同じ様に縄張りをなす、是重縄張りなり、扨、前ふちの縄張りも池の幅定めたる縄張りより一重手前に一間程引こまし、又同じ様に縄張をなす、是向前共に二重縄張なり、扨如是して向前共に外の縄張の所より自然下りに堀下げ、内の縄張には不溝堀る、然る時は縄、土を離るる故に其侭に下へ押付て定めたる深さまで堀下べし、其外なだれの恰好堀下げ様委しくは筆紙にあらはす事不能、依て口伝ならでは弁へがたし。

□山を築くにはます、直径12cmくらいの竹を四つに割って、その竹割を使って思った格好よく定めて

○三忌石の事

１一貧石、病石、死石、是也

■貧石とは一つずつ石を放して据える事をいう。病石とは石の頂部がゆがんでいる様に据える事をいう。死石とは立石に使うべきなのに横に臥せて据えて、また横に臥せて据えるべき石を立てて使う事をいう。

· 滝口の石組みの事
· 石畳上げ様の事

· 一石、二名、三名の事
■手水鉢前の石を使う方法の事

以上口伝えではその真偽はわからない。この他、石垣の大法、庭の地取りの大法、詳しい事は古人が著す本の盆庭示源録にこれを記しているので今は略する。今は真の山水図をみて庭作りの大法をよく見て考えるべきである。

◇リファレンス

・はち‐まえ【鉢前】

厠のそばの手水鉢をおく所。樹石などを置く。

○茶方の庭作の事

■数寄屋の躙り口の柱石から敷居までの高さ約45cmくらいである。躙り口の踏み石の高さ土より約15cmくらいである。ただし蹴込みの奥行きは約10cmぐらいである。

■刀掛の踏石は躙り口の踏石より約３cm程低くするべきである。

◇リファレンス

・かたな‐かけ【刀掛】　

１ 刀を横にして掛けておく道具。股のある木や鹿の角などを左右に立てる。普通大小刀を掛けるため二段になっている

■蹲踞手水鉢は水袋と前石の間を約50cm〜60cmくらい明けて置くべきである。もっとも石の大小によって変えるべきである。前石の高さは土から約10cmくらいである。

◇リファレンス

・つくばい【蹲・蹲踞】（つくばひ）

茶室の入口などに低く据えた手水鉢(ちょうずばち)。つくばって用いるところからいう。

■手水鉢は前石より約20cm高く据える。蹲踞手水鉢は三つの石組であり。縁先手水鉢（鉢前手水鉢）は三つの石組に限らない。

◇リファレンス

・鉢前手水鉢　

鉢前は、蹲踞と同じく手水鉢を主とする点景物ですが、縁先、濡縁などの近くにおき、かがまないで中腰程度で利用しますので、手水鉢が蹲踞よりは丈が高く、地面からは約７０〜９０ｃｍ位（台石にて高さ調整）の高さが必要といえます。又、以前は便所の近くに備えて、手を洗ったりしていて口をそそぐなどの心身を清めるという考え方はないともいえます。

■片口石は前石より約4cm高く据えてよい。左右の石との関係で決めるべきである。

■手燭石は前石より約10cm程高く据えてよい。ただし左右の格好（外見）との関係で決めるべきである。

◇リファレンス

・てしょく‐いし【手燭石】国語大辞典

茶席の蹲踞(つくばい)で手燭を載せる、上面が扁平な石。手水鉢と前石との間に、湯桶石と相対して置かれる。灯台石。

■飛び石の高さは土より約6cm或は約4cmぐらいにするべきである。ただし、天皇の飛び石の高さは約15cm、諸大名の飛び石は高さ約10cm、神職（寺社等）、芸能職の飛び石の高さは約6cm、庶民の飛び石の高さは約3cmにする。これは飛び石の法則である。併せて約3cm〜6cmまでは秘訣はなく、約10cmからは秘訣がある。ここでは割愛する。

■飛び石の空きは総じて約10cmぐらいである。ただし約10cmより狭い場合は良くないわけではない。約10cmより広い場合の方が良くない。その他飛び石の副石は役石と共に真の山水の図に記すので割愛する。

■猿戸には敷居がない。よって約30〜40cmぐらいの平石を据え、その石の真ん中に猿戸を建てる。ただし、飛び石の内側に据え、猿戸の外側に手燭石を置くべきである。

◇リファレンス

・さる‐ど【猿戸】

１ 上下の桟などに戸締まり用の猿を設けた戸。

２ 路地の入口などに用いる、粗末な戸。普通、柱には樹皮のついたままの丸太などを、とびらには横板などを用いて、表面に竹を打ちつけ、その両端が上下につき出るようになっている。

■中潜りには敷石がある。したがって踏み込みを見込んで石を据える。ただし、その石も飛び石のうちに数える。

◇リファレンス

・なか‐くぐり【中潜り】

茶室の庭で、内露地と外露地との中間に設けた小さな門。くぐって出入りするからいう。くぐり。中門。

■飛び石を据えるにはまず、躙り口の踏石、中潜りの石、猿戸の下の石、刀掛の踏石、蹲据手水鉢とその前石、雪隠入口の石、道筋曲る所の石、などを先に据えて、次にその間の飛石を据えていくべきである。ただし、飛石の中に客石が七つあるのを七賢の飛石と言う。これは口伝えである。

◇リファレンス

・きゃく‐いし【客石】

茶庭で中潜りの外にすえられたやや大きい扁平な石。客がその上に立って主人に挨拶するためのもの。

■塵穴はおよそ、直径約18cmで丸くするべきである。深さは約25cm〜30cmまでで、縁は油、石灰（漆喰等に使われる）を塗り約1cmぐらい高くするべきである。ただし、穴の縁より内側にかけて趣向を凝らす。石を一つ据え置いて塗るべきである。また塵穴敷がある時は形を少し細長くする時もある。

◇リファレンス

・ちり‐あな【塵穴】

１ ちりを捨てる穴。ごみための穴。

２ 茶庭内に作る四角または円形の穴。入口近くに作られ、景趣を添えるための装飾的なはきだめ。

・さし‐わたし【差渡し】

１さしわたすこと。一方から他方へかけ渡すこと。また、その長さ。

２直径。わたり。けい。

３直接であること。

■下腹雪隠に石を据える事がある。したがって据える時は左右の踏石を自然石の様にするべきである。金隠の石は丸みがあるほうがよい。高さはおおよそ土より約23cmくらいである。後口の石は高さ約35cmくらいである。糞を落とす所は壺を置き中に砂を敷く。口伝である。

◇リファレンス

・そと‐せついん【外雪隠】

茶席の外露地の寄付・外腰掛けに付属して設けられる便所。下腹雪隠。

・きん‐かくし【金隠・睾丸隠】

１ 大便所で、便器の前に設けた覆い。また、そのように作られた陶製の便器。

２ 鎧の前腰にある草摺。前板(まえいた)。

■内露地の飾り雪隠は砂雪隠である。石の据え方は上記と同じである。ただし、後口に石はない。中を少しくぼませて川砂を敷き、その砂を後口の高い所に盛り上げるのである。もっとも狭い露地には下腹雪隠にするほうがよい。また箱雪隠の下腹雪隠もある。総じて雪隠は四方が1m80cmか約1m20cm、あるいは約1m50cmである。これより狭いのは下腹雪隠に用いるべきではない。

■待合腰掛は、高さが土から約40cmくらい、幅約45cm、横は約90cmくらい、踏石の高さは約8cmくらいである。ただし、長い切石を用いるべきで、ニの石は上客が来訪する方から据え始めるべきである。

■刀掛の棚は、刀掛の踏石より上棚までを約17cmに空け上から吊るので、まづ踏石を先に据えて棚を吊るべきである。棚は二重棚である。

■竹の刀掛は折釘に掛ける。高さは上記に記した物を参考とするべきである。

以上よりお茶の露地庭は総じて外から見るのを表とする。したがって石灯篭の据え方も半月の方（格狭間の模様の事？）を外から見えるように据えるべきである。木灯籠は台に載せる。皮付きの丸太の上に十文字を打って台とする。台の高さおおよそ約10cmくらいである。

◇リファレンス

· おり‐くぎ【折釘】（をり‥）

頭部を折り曲げたくぎ。柱などにうちつけて物をかけるのに用いる。おれくぎ。

· 茶庭惣体の次第

■外露地、待合、腰掛、下腹雪隠、手水鉢、外共の腰掛、一と宿り、中潜り、囲前猿戸、手燭石、囲前荘雪隠、荘手水鉢

■石は鶴石、亀石、その他捨て石がある。ただし、露地門の他に二王石を据える事がある。これは口伝である。

■植木は総じて冬木を良しとする。ただし、向こう側の植え込みの中から一二本なら柏の類の夏木があっても、その枯れている様が侘びを感じさせて面白い。その他、外囲又は垂木先等に梅などの落葉樹を植えないで夏木を植えてはいけない。

○橋杭手水鉢の法の事

· 木口さし減し二尺五寸、長さ恰好次第、水袋深さ七寸尤も遠浅也、貫き穴そり橋のひつみに掘、其そり三寸、奥穴八寸、幅二寸七分也。

□木口

◇リファレンス

・き‐ぐち【木口】

１ 建築用材木の種類、等級。木柄。木品(きしな)。また、材木。

２ 材木を横切りにした面。こぐち。

叩土仕様の事

■石灰を八升、塩を四升、ネバ土を一斗

上記を混ぜ合わせ臼でつく。さてその土へ油五升、塩二升、水三升を入れ棒でよくかき混ぜて、混ざりあった時に、杵でつく。

◇リファレンス

・升　

尺貫法の体積の単位。斗(と)の10分の1、合の10倍で、1.80391リットルにあたる。

・と【斗】　

１ 尺貫法で容積の単位。一升の一〇倍。一石の一〇分の一。一八・〇三九リットルにあたる。

・きね【杵】

穀物などを臼に入れてつくのに用いる木製の具。

■灯籠は南都（関西以西？）は、らひ堂形、遠州形、宗易形、珠光形、利休形、紹鴎形、宗和形、雪見形（兼六園など）。

これらを総じて好の形と言う。上記の好形は木の陰に隠して据えるべきではなく、よって表に押し出してよく見える所に置くべきである。これは古人の好形を見せるためである。よって木の陰に隠して据えるには集め灯籠（古代の灯籠の部材を集めて再構成した灯籠？）かあるいは神社杯にある古灯籠（古代の名作の灯籠）を用いるべきである。上記の好の形に図は詳しく築山庭造伝に書かれているのでここでは割愛する。ただし、灯籠を据える場所の事が描かれているのである。

◇リファレンス

・なん‐と【南都】

１南にある都。 京都に対して奈良をいう。南京。

２奈良の興福寺をいう。比叡山の延暦寺を北嶺というのに対する語。「南都北嶺」

３北朝に対して、南朝の吉野朝廷をいう。

・こ‐がくれ【木隠】

木の陰に隠れること。また、その場所。

· 石色付の事

■一つは蕗の汁を一升、ただしこれは蕗の葉を細かに切り刻んで臼で搗いて、水を少し入れる。

煮煤　五合を五合

柿、渋を五合。

以上を混ぜ合わせはけで塗る。

◇リファレンス

・渋　

いわゆる渋味を呈する物質の総称。主成分はタンニン質で、タンパク質を凝固させる性質があり、舌の粘膜タンパク質を凝固させて収斂(しゆうれん)性の渋味を感じさせる。柿渋(かきしぶ)、茶渋などがあるが、普通は柿渋をさす。未熟のカキをつぶして水とともに密閉した容器中で数日放置したのち、濾過(ろか)した上澄みが渋で、1年くらい密閉保存してから用いる。柿渋は赤褐色ないし黒褐色の液で、タンニンを2〜3％含み、家具の漆(うるし)下地、番傘、渋紙、木材、漁網、綿布などに塗布して用いる。

· 灰汁　

一般には植物の灰を水に浸し、その上澄み液をとったものをいう。もっとも古くから知られていたアルカリであり、その語源もアラビア語のqill（植物灰）に由来している。アルカリ性を示し、洗浄作用があってよく汚れを落とすので、洗剤、漂白剤として、また染色などに広く用いられていた。

· 庭作真行草の事

· 真の山水とは別紙記してあるような庭をいう。よってこれを略す。

■行の庭は正面の築山に三尊石、滝口に不動石、前方の左右に主人島、客人島、その左右に二王石、前方中央に礼拝石、などがあって、蓬莱、方丈、瀛洲の三島を始め、その他を除いた庭を行の庭という。ただし重立ぬ（主立った？）役石はその場所の模様で表すことは作者の考えによる。このような庭を行の庭と考えるべきである。

■草の庭は、総じて真行の型を略したのを言う。よって唯一三石を据え、あるいは五石、七石、九石などを据えてもそれらはすべて真行の型を型取った物である。これらを草の庭と考えるべきである。

· 去り嫌の事

■蓬莱山に橋を掛けてはいけない。

■正面の見通しに植物があって石を隠すことをしてはいけない。

■植物の中に捨石を据えてはいけない。

ただし灯籠、手水鉢を木に隠して据えるのはこれにあたらない。

■縁（土地等との関係）が切れた石を用いてはいけない。

■互いに組み合わない（組み合わせると角がぶつかって刺している石）石を用いてはいけない。

■道が十字に交差してはいけない。

■池水（遣水など）で上流、下流など上下がないのはいけない。

■南側を建築や塀で閉じて庭を北向きにしてはいけない。

■灯籠の縁が続いているのをもちいてはいけない。

ただし縁を切る時は灯籠を幾つ据えてもよい。

■根のような植物、石の前に植えてはいけない。

ただし、石が二つありその間を植えるのは上記の限りではない。

■滝の近くに橋を掛けてはいけない。

■外露地に三尊石があって礼拝石がないのはいけない。

■白石、紫石、班石を用いてはいけない。

· 石の頂部がとがっているのを見せてはいけない。

■築山の頂部が尖ってはいけない。

■石の前方左右から石を副えではいけない。

ただし、一石を見せて石の頂部を植物で隠す場合は上記の限りではない。

■海石を山に据えてはいけない。

ただし、山石を水辺に据えるのは上記の限りではない。

また、その所に山石がなく海石を配置する時は、臨機応変にするべきである。

■石の真後ろに木を植えてはいけない。

ただし石の上に葉が配されて見える根に似た植物は上記の限りではない。図を参照。

■古来からある大木の他に、堀の際に木を植え石を据えてはいけない。

ただし、庭の面積によっては約１m80cm、約90cm、あるいは人の往来する程度に堀際を空けるのを大法とする。

■山の山頂に麓からの連続性がなく、適当に石を据えて、木を植えることはしてはいけない。

■滝口に不動石がないのはいけない。

ただし、少し模様がある場合は上記の限りではない。

◇リファレンス

・うち‐だし【打出し】　広辞苑

１模様などを打ち出すこと。また、それに用いる型。「—鹿子かのこ」

■飛び石の道が十字に交差してはいけない。

